


9４ ９５部落解放基本法について

「
法
令
用
語
辞
典
」
学
陽
書
房
Ｐ
二
九

次
い
で
「
旧
法
」
や
「
新
法
」
と
の
関
係
で
、
と
く
に
「
部
落
解

放
基
本
法
」
が
必
要
と
な
る
根
拠
と
、
「
基
本
法
」
に
盛
り
込
ま
れ

る
べ
き
基
本
点
を
あ
げ
ろ
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

①
部
落
問
題
の
と
ら
え
方
の
基
本
的
内
容
と
解
決
の
基
本
方
向
を

明
確
に
す
る
。

②
部
落
問
題
の
解
決
が
、
国
の
責
務
で
あ
り
、
国
政
の
最
重
要
課

題
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
。

③
部
落
問
題
の
解
決
が
、
国
民
的
課
題
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す

る
。

④
部
落
問
題
の
解
決
に
む
け
て
、
環
境
改
善
だ
け
で
な
く
、
生
命

・
健
康
、
生
活
向
上
、
仕
事
保
障
、
職
業
の
安
定
、
教
育
の
向
上

等
、
総
合
的
、
計
画
的
な
施
策
が
特
別
対
策
と
し
て
と
り
く
ま
れ

る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
。

⑤
教
育
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
と
お
し
て
、
教
育
・
啓
発
に
と
り
く

む
こ
と
を
明
確
に
す
る
。

⑥
部
落
差
別
が
許
す
べ
か
ら
ざ
る
社
会
問
題
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
、
悪
質
な
差
別
行
為
に
対
し
て
は
法
的
に
規
制
す
る
こ
と

を
明
確
に
す
る
。
（
注
②
）

⑦
以
上
の
観
点
に
た
っ
た
と
り
く
み
を
円
滑
に
実
施
し
て
い
く
た

め
に
、
関
係
者
を
網
羅
し
た
権
限
あ
る
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
を

明
確
に
す
る
。

ろ
。今
日
、
わ
が
国
で
は
、
教
育
基
本
法
、
農
業
基
本
法
、
公
害
対
策

基
本
法
を
は
じ
め
、
こ
の
基
本
法
が
存
在
し
て
い
ろ
。
こ
れ
ら
の

基
本
法
を
検
討
し
て
指
摘
で
き
る
特
色
を
以
下
列
挙
し
よ
う
。
（
注

①
参
照
）

①
「
国
政
に
重
要
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
分
野
に
つ
い
て
、
国
の

制
度
、
政
策
等
の
基
本
方
針
が
明
示
さ
れ
る
。

②
「
基
本
法
と
同
一
の
分
野
に
属
す
る
も
の
を
対
象
と
す
る
法
律

に
対
し
て
優
越
」
し
、
「
基
本
法
に
定
め
る
施
策
を
実
施
す
る
た

め
の
必
要
な
法
制
上
の
措
置
を
講
す
べ
き
こ
と
、
あ
る
い
は
、
個

別
的
に
具
体
内
容
を
定
め
ら
れ
ろ
」

③
「
基
本
法
に
定
め
る
事
項
の
運
用
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
通

常
の
諮
問
機
関
と
は
異
な
る
、
基
本
的
な
施
策
の
推
進
等
を
つ
か

さ
ど
る
機
関
が
設
け
ら
れ
ろ
」

〈
注
①
〉

「
基
本
法
」

法
律
の
題
名
が
「
○
○
基
本
法
」
と
い
う
よ
う
に
「
基
本
法
」
の
語
を
付

し
て
い
る
も
の
を
い
う
。
現
在
、
基
本
法
の
題
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
法
律

と
し
て
は
、
教
育
基
本
法
、
原
子
力
基
本
法
、
農
業
基
本
法
、
災
害
対
策
基

本
法
、
観
光
基
本
法
、
中
小
企
業
基
本
法
、
林
業
基
本
法
、
公
害
対
策
基
本

法
、
消
費
者
保
護
基
本
法
、
心
身
障
害
者
対
策
基
本
法
及
び
交
通
安
全
対
策

な
お
、
こ
の
法
律
は
部
落
が
完
全
に
解
放
さ
れ
る
ま
で
有
効
な
も

の
と
す
る
。

〈
注
②
〉

「
基
本
法
」
で
は
、
そ
の
性
格
上
、
直
接
に
国
民
の
権
利
義
務
に
影
響
を

及
ぼ
す
よ
う
な
規
定
は
設
け
ら
れ
な
い
が
、
「
公
害
対
策
基
本
法
」
に
は

「
排
出
等
に
関
す
る
規
制
」
（
第
一
○
条
）
「
土
地
利
用
及
び
施
設
の
設
置

に
関
す
る
規
制
」
（
第
二
条
）
が
あ
る
。
「
部
落
解
放
基
本
法
」
で
も
、

「
部
落
地
名
總
鑑
」
差
別
事
件
に
代
表
さ
れ
る
差
別
を
「
商
う
」
行
為
や
、

「
部
落
民
を
皆
殺
し
に
せ
よ
」
と
い
っ
た
投
書
や
落
書
き
が
増
加
し
て
い
る
実

態
を
見
た
と
き
、
こ
う
し
た
悪
質
な
差
別
行
為
に
対
し
て
は
何
ら
か
の
「
法

的
規
制
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
心
身
障
害
対
策
基
本
法
に
つ
い
て

部
落
差
別
と
は
、
異
な
っ
た
差
別
で
あ
る
が
、
心
身
「
障
害
者
」

に
対
す
る
差
別
を
撤
廃
す
る
た
め
に
、
一
九
七
○
年
に
心
身
障
害
者

対
策
基
本
法
が
制
定
さ
れ
て
い
ろ
。
こ
れ
は
、
一
九
四
九
年
に
制
定

さ
れ
た
身
体
障
害
者
福
祉
法
、
一
九
六
○
年
に
制
定
さ
れ
た
身
体
障

害
者
雇
用
促
進
法
等
を
ふ
ま
え
て
、
身
心
「
障
害
者
」
問
題
の
理
念

を
明
確
に
し
、
総
合
的
な
施
策
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
に
制
定

さ
れ
た
「
基
本
法
」
で
、
幾
多
の
不
充
分
さ
を
含
ん
で
い
る
が
、
現

実
に
存
在
す
る
「
基
本
法
」
の
一
つ
で
あ
る
の
で
部
落
解
放
基
本
法

を
研
究
し
て
い
く
上
で
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
ろ
。

以
下
に
そ
の
条
文
の
柱
を
紹
介
す
る
。

基
本
法
の
二
が
あ
る
。

基
本
法
で
あ
れ
、
そ
の
他
の
法
律
で
あ
れ
、
国
法
の
形
式
と
し
て
は
、
い

ず
れ
も
国
会
の
議
決
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
、
両
者
で
そ
の
形
式
的
効

力
の
点
に
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
基
本
法
は
一
般
の
法
律
に
比
べ
て
次

の
よ
う
な
特
色
を
有
す
る
と
い
え
る
。

仰
基
本
法
に
お
い
て
は
、
国
政
に
重
要
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
分
野
に
つ
い

て
、
国
の
制
度
、
政
策
等
の
基
本
方
針
が
明
示
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
基

本
法
に
よ
っ
て
は
、
特
に
前
文
を
置
い
て
、
そ
の
制
度
の
背
景
、
決
意
等

を
格
調
高
く
う
た
う
も
の
も
あ
る
。
（
教
育
基
本
法
、
農
業
基
本
法
）

②
基
本
法
と
さ
れ
る
以
上
、
基
本
法
と
同
一
の
分
野
に
属
す
る
も
の
を
対

象
と
す
る
他
の
法
律
に
対
し
て
優
越
す
る
性
格
を
有
す
る
。
こ
の
た
め
基

本
法
に
お
い
て
、
同
法
に
定
め
る
施
策
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
法
制
上

の
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
（
中
小
企
業
基
本
法
）
、
あ
る
い
は
、
個
別
的

に
具
体
的
内
容
を
定
め
る
べ
き
こ
と
、
（
原
子
力
基
本
法
）
等
が
定
め
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
意
味
で
上
記
の
法
律
は
、
基
本
法
に
誘
導
さ
れ

ろ
と
い
う
関
係
に
立
つ
。

⑧
基
本
法
に
定
め
る
事
項
の
運
用
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
通
常
の
諮
問

機
関
と
は
異
な
る
、
基
本
的
な
施
策
の
推
進
等
の
事
を
つ
か
さ
ど
る
機
関

が
設
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
（
例
え
ば
、
消
費
者
保
護
会
議
、
消
費
者

保
護
基
本
法
一
八
・
一
九
）

四
基
本
法
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
性
格
上
、
直
接
に
国
民
の
権
利
義
務
に
影

響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
規
定
は
設
け
ら
れ
ず
、
通
常
、
そ
の
大
半
は
訓
示
規

定
か
、
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
規
定
で
構
成
さ
れ
る
。
（
例
外
Ⅱ
公
害
対

策
基
本
法
）
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あ
る
。
（
残
念
な
が
ら
、
日
本
は
こ
の
条
約
に
ま
だ
批
准
し
て
い
な

い
。
）こ
の
条
約
の
主
な
内
容
は
以
下
の
通
り
。

前
文

（
理
念
と
経
過
）

第
一
部

実
体
規
定

第
一
条
（
人
種
差
別
の
定
義
）

第
二
条

（
当
時
国
の
差
別
撤
廃
義
務
）

第
三
条

（
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の
禁
止
）

第
四
条

（
人
種
的
優
越
主
義
に
基
づ
く
差
別
及
び
煽
動
の
禁

止
）

第
五
条

（
法
の
下
の
平
等
・
権
利
享
有
の
無
差
別
）

第
六
条

（
人
種
差
別
に
対
す
る
教
済
）

第
七
条

（
教
育
文
化
等
の
分
野
に
お
け
る
差
別
撤
廃
精
神
の
普

及
）

第
二
部

実
施
措
置

て

（
人
種
差
別
撤
廃
委
員
会
の
構
成
及
び
委
員
の
選
出
と

オ
第
八
条

こ
任
期
）

注
第
九
条

（
当
時
国
の
報
告
と
委
員
会
に
よ
る
審
議
）

》第一○条（委員会の運営）
》綿一一一一綴一緒鵬緬椥鰄鯏郷噸紳肌礒獺飴削嶋瀦繩一
Ｗ
第
一
一
一
一
条
（
特
別
委
員
会
の
調
停
活
動
）

9６ 

第
一
章

総
則

第
一
条
，
（
目
的
）

第
二
条
（
定
義
）

第
三
条
（
個
人
の
尊
厳
）

第
四
条
（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

第
五
条

（
国
民
の
責
務
）

第
六
条

（
自
立
へ
の
努
力
）

第
七
条

（
施
策
の
基
本
方
針
）

第
八
条
（
法
制
上
の
措
置
等
）

第
二
章

心
身
障
害
の
発
生
の
予
防
に
関
す
る
基
本
的
施

策

第
九
条

（
調
査
研
究
、
知
識
普
及
等
）

第
三
章

心
身
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
基
本
的
施
策

第
一
○
条
（
医
療
、
保
護
等
）

第
二
条
（
重
度
心
身
障
害
者
の
保
護
等
）

第
三
一
条
（
教
育
）

第
一
三
条
（
訪
問
指
導
等
）

第
一
四
条
（
職
業
指
導
等
）

第
一
五
条
（
雇
用
の
促
進
）

第
一
六
条
（
判
定
及
び
相
談
）

第
一
七
条
（
措
置
後
の
指
導
助
言
等
）

第
一
八
条
（
施
設
の
整
備
）

１ 
第
一
四
条
（
個
人
及
び
集
団
の
申
立
と
委
員
会
の
権
限
）

第
一
五
条
（
他
の
国
際
文
書
が
認
め
る
個
人
の
請
願
権
）

第
一
六
条
（
他
の
国
際
文
書
に
よ
る
紛
争
又
は
苦
情
の
解
決
）

第
三
部

最
終
条
項
（
略
）

こ
の
条
約
で
、
部
落
解
放
基
本
法
と
の
関
係
で
重
要
な
点
は
、
以

下
の
諸
点
で
あ
る
。

①
ま
ず
、
こ
の
条
約
で
便
い
ら
れ
て
い
ろ
「
人
種
」
の
概
念
が
広

く
、
「
生
れ
」
「
家
柄
」
等
に
も
と
づ
く
差
別
も
含
ま
れ
、
部
落

差
別
も
対
象
と
な
る
こ
と
。
（
第
一
条
）

②
つ
い
で
、
こ
の
条
約
が
考
え
て
い
る
差
別
撤
廃
の
基
本
方
策

は
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

１
悪
質
な
差
別
煽
動
や
そ
れ
を
目
的
と
し
た
組
織
や
、
こ
れ
に

対
す
る
公
的
機
関
の
援
助
等
は
、
法
律
で
も
っ
て
禁
示
す
る
。

（
第
四
条
）

２
劣
悪
な
実
態
の
改
善
の
た
め
に
特
別
措
置
を
講
ず
ろ
。
但

し
、
目
的
が
達
成
さ
れ
た
段
階
で
は
特
別
措
置
を
維
持
し
な

い
。
（
第
二
条
二
項
）

３
教
育
文
化
等
の
分
野
で
、
差
別
撤
廃
の
精
神
を
普
及
す
る
。

（
第
七
条
）

③
そ
し
て
、
こ
の
条
約
の
当
時
国
は
、
以
上
の
基
本
方
策
を
誠
実

に
、
遅
滞
な
く
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。
（
第
二
条
一
項
）

つ
ま
り
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
で
は
、
こ
の
条
約
の
批
准
国
が
、

ｕ
人
種
差
別
撤
廃
条
約
に
つ
い
て

次
に
、
部
落
解
放
基
本
法
を
考
え
て
い
く
上
で
、
参
考
に
な
る
、

否
、
単
に
参
考
に
な
る
以
上
に
、
直
接
的
に
も
影
響
を
与
え
ろ
と
思

わ
れ
る
「
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
人
種
差
別
撤
廃
条
約
」
の
基
本
的
内
容

を
紹
介
し
よ
う
。
（
注
③
）

こ
の
条
約
は
、
一
九
六
○
年
代
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
活
発
化
し
て

き
た
、
ネ
オ
・
ナ
チ
ズ
ム
を
封
じ
こ
め
る
た
め
に
、
一
九
六
五
年
に

国
連
で
採
択
さ
れ
た
条
約
で
、
三
年
後
の
一
九
六
九
年
に
発
効
し
、

今
日
で
は
二
六
ヶ
国
も
の
批
准
な
り
、
加
入
を
え
て
い
る
条
約
で

第
一
九
条
（
専
門
的
技
術
職
員
等
の
確
保
）

第
二
○
条
（
年
金
等
）

第
二
一
条
（
資
金
の
貸
付
け
等
）

第
一
三
条
（
住
宅
の
確
保
等
）

第
二
一
一
一
条
（
経
済
的
負
担
の
軽
減
）

第
二
四
条
（
施
策
に
対
す
る
配
慮
）

第
二
五
条
（
文
化
的
諸
条
件
の
整
備
等
）

第
二
六
条
（
国
民
の
理
解
）

第
四
章

心
身
障
害
者
対
策
協
議
会

第
一
一
七
１
二
九
条
（
中
央
心
身
障
害
者
対
策
協
議
会
）

第
三
○
条
（
地
方
心
身
障
害
者
対
策
協
議
会
）

附
則
（
施
行
期
日
等
）
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部
落
解
放
基
本
法
に
対
す
る
疑
問
と
し
て
は
以
下
の
点
が
出
さ
れ

て
い
ろ
。

①
ま
ず
、
行
政
サ
イ
ド
か
ら
は
、
抽
象
的
な
法
律
で
は
、
行
政
施

策
を
実
施
し
て
い
く
上
で
、
あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
の
で
は
な
い

か
。
そ
れ
よ
り
も
、
財
政
面
で
特
別
の
予
算
措
置
が
な
さ
れ
る
特

別
措
置
法
の
方
が
よ
い
、
と
い
う
疑
問
が
出
さ
れ
て
い
ろ
。

②
も
う
一
つ
の
疑
問
と
し
て
は
、
部
落
差
別
は
、
他
の
差
別
（
例

え
ば
「
障
害
者
」
や
女
性
、
さ
ら
に
は
民
族
差
別
等
）
と
異
な
っ

て
、
比
較
的
短
期
間
に
解
決
さ
れ
る
差
別
で
あ
る
か
ら
、
基
本
法

の
よ
う
な
も
の
は
な
じ
ま
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
あ

て
ろ
。

オ
ま
ず
、
第
一
の
疑
問
点
に
つ
い
て
は
、
部
落
解
放
基
本
法
の
中
に

に
も
、
ご
く
一
般
的
で
は
あ
る
が
、
劣
悪
な
実
態
（
そ
れ
は
環
境
改
善

雄
だ
け
で
な
く
、
生
活
、
労
働
、
職
業
、
教
育
も
含
む
全
て
の
分
野
の

鵬
実
態
も
含
む
。
）
の
改
善
の
た
め
に
、
特
別
措
置
の
必
要
性
を
盛
り

解
こ
む
と
い
う
こ
と
で
整
理
さ
れ
よ
う
。
但
し
、
具
体
的
に
お
こ
な
わ

蝿
れ
ろ
特
別
措
置
に
つ
い
て
は
、
分
野
ご
と
の
特
別
措
置
法
か
一
般
法

的
の
中
の
特
別
施
策
と
い
っ
た
形
で
、
う
ら
ず
け
が
な
さ
れ
る
必
要
が
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差
別
の
禁
止
、
特
別
措
置
に
よ
る
実
態
の
改
善
、
さ
ら
に
は
教
育
、

啓
発
の
三
本
柱
に
よ
る
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
差
別
撤

廃
を
め
ざ
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

わ
が
国
は
、
い
ま
だ
に
、
こ
の
条
約
に
批
准
し
て
い
な
い
が
、
す

で
に
二
六
ヶ
国
に
も
及
ぶ
批
准
を
み
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、

一
九
七
九
年
に
国
際
人
権
規
約
を
既
に
批
准
し
て
い
る
こ
と
等
の
状

況
を
鑑
み
ろ
と
、
お
そ
か
れ
早
か
れ
、
こ
の
条
約
に
批
准
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
（
も
ち
ろ
ん
批
准
運
動
が
大
切
で
あ
る
．
…
：
）

と
す
る
と
、
そ
れ
に
み
あ
っ
た
、
国
内
法
の
整
備
が
迫
ら
れ
て
く

る
が
、
こ
の
面
か
ら
も
、
部
落
解
放
基
本
法
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
。

（
注
③
）
「
人
権
差
別
撤
廃
条
約
の
早
期
批
准
の
た
め
に
」
部
落
解
放
研

究
所
編
集
発
行
参
照

こ
の
他
、
部
落
解
放
基
本
法
と
の
か
か
わ
り
が
出
て
く
る
国
際
条

約
と
し
て
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
二
一
号
条
約
や
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
保
護
法
制
定
の
勧
告
が
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
Ｉ
Ｌ
Ｏ
二
一
号
条
約
は
、
就
職
差
別
を
禁
止
し

た
条
約
で
あ
り
、
わ
が
国
は
、
い
ま
だ
に
、
こ
の
条
約
に
批
准
し
て

い
な
い
が
、
こ
の
条
約
も
一
○
○
カ
国
近
い
批
准
国
が
あ
り
、
早
晩

批
准
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
条
約
で
あ
る
。
こ
の
条
約
を
批
准
す
る

と
部
落
差
別
に
も
と
づ
く
就
職
差
別
も
禁
止
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
る
。

⑥
若
干
の
問
題
点

る
形
態
の
差
別
撤
廃
法
」
と
い
っ
た
法
律
に
つ
い
て
も
、
研
究
が
な

さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

あ
ろ
う
。
（
こ
れ
ら
は
、
そ
の
性
格
上
、
年
限
は
限
ら
れ
ろ
。
）

疑
問
の
第
二
の
点
に
つ
い
て
は
、
な
る
ほ
ど
、
部
落
差
別
は
、
他

の
差
別
と
異
な
っ
た
性
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
部
落
差
別
も
深
刻
な
問
題
で
あ
っ
て
、
三
年
や
五
年

と
い
っ
た
短
期
間
に
す
べ
て
解
決
す
る
も
の
で
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
え
ろ
と
、
部
落
の
環
境
改
善
に
つ

い
て
い
え
ば
、
予
算
と
用
地
面
で
メ
ド
さ
え
つ
け
ば
、
数
年
で
一
定

の
解
決
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
就
職
の
機
会
均
等
や
教
育
の
機
会
均
等
を
達
成
す
る
に

は
、
環
境
改
善
の
よ
う
に
短
期
間
に
解
決
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、
一
定
の
年
限
を
必
要
と
し
よ
う
。

さ
ら
に
、
差
別
観
念
の
解
決
に
つ
い
て
い
え
ば
相
当
期
間
を
要
す

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
環
境
改
善
の
よ
う
に
特
定
の
年
限
を
限

定
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
部
落
の
完
全
解
放
を
目
標
と
す
る
と
き
、
こ
れ
ら
す
べ

て
の
分
野
の
解
決
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

だ
と
す
る
な
ら
ば
、
環
境
改
善
は
も
と
よ
り
、
就
職
や
教
育
、
さ

ら
に
差
別
観
念
の
問
題
を
も
含
め
て
解
決
す
る
ま
で
、
国
及
び
地
方

自
治
体
、
さ
ら
に
は
、
国
民
が
努
力
を
つ
み
重
ね
て
い
く
法
的
根
拠

と
な
れ
ば
、
部
落
解
放
基
本
法
と
い
っ
た
法
律
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
。こ
の
点
で
さ
ら
に
い
え
ば
、
部
落
解
放
基
本
法
に
対
す
る
批
判
と

こ
の
他
、
今
後
研
究
を
要
す
る
課
題
と
し
て
は
、
’
九
六
五
年
に

同
和
対
策
審
議
会
の
答
申
が
出
さ
れ
て
か
ら
一
九
六
九
年
に
、
同
和

対
策
事
業
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
の
討
議
過
程
の
研
究
が

一
つ
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
公
民
権
法
を
は
じ
め
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に

対
す
る
差
別
を
撤
廃
す
る
た
め
の
法
律
、
さ
ら
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

や
イ
ン
ド
に
お
け
る
差
別
撤
廃
に
関
す
る
法
律
等
の
研
究
も
今
後
の

課
題
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

こ
の
他
、
今
後
、
研
究
す
べ
き
課
題
と
し
て
は
、
部
落
差
別
は
も

と
よ
り
、
在
日
朝
鮮
人
に
対
す
る
差
別
、
あ
る
い
は
ア
イ
ヌ
や
、
女

性
、
「
障
害
者
」
等
に
対
す
る
差
別
を
撤
廃
す
る
た
め
の
「
あ
ら
ゆ

ま
た
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
法
制
定
の
勧
告
に

よ
っ
て
、
わ
が
国
で
も
、
行
政
管
理
庁
長
官
の
下
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
研
究
会
が
設
置
さ
れ
、
七
月
一
一
三
日
法
制
定
の
方
向
で
報
告
書

が
ま
と
め
ら
れ
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
部
落
地
名
総
鑑
」
差
別
事
件
や
興
信
所
・
探

偵
社
等
に
よ
る
差
別
身
元
調
べ
は
何
ん
ら
か
の
形
で
規
制
さ
れ
て
く

る
こ
と
と
な
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
条
約
や
勧
告
に
よ
っ
て
も
、
部
落
解
放
基
本
法
の
制
定
が

促
さ
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

旧
そ
の
他
研
究
す
べ
き
課
題

！
。
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